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生成AIを用いたソフトウェア開発効率化
東芝における取り組みの紹介

ソフトウェア品質シンポジウム 2024 パネルディスカッション
「どのようなソフトウェア開発活動で生成AIが活かせるか？」
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自己紹介：藤本 宏

• 経歴

• 2003年 株式会社 東芝 ソフトウェア技術センター 入社
医療機器, MFP, デジタルテレビ, 他多数の製品開発プロジェクトに担当者として参画し、
アーキテクチャ再設計, 開発環境整備, 設計実装担当 に従事

• 2014年～2022年
主にソフトウェア設計の技術開発と社内展開を担当し、以下の技術に取り組む
要求仕様化, 形式検証, 設計検証, 構造診断, モジュール化, リファクタリング, コード理解支援, クラウド活用

• 2023年～
生成AI活用検討のチームを構築、ソフトウェア開発効率化に向けた生成AIの”使い方”確立に向けた試行と展開を実践

ソフトウェア開発の現場が好き、
製品リリース直前の夜にやってくる謎なハイテンション
難解なデバッグ作業をこなした時の達成感と開放感

開発技術はそれを使いこなせる人がいてこそ
課題に対応する技術と、技術を使う人の育成が両輪
人の作業をサポートし、ソフト開発をより良く/楽に/面白くする技術が目標

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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概要

• 東芝グループでは、事業活用・スタッフ業務効率化・設計効率化など、
生成AI活用について様々な取り組みを進めています

• ソフトウェア開発業務の効率化に向けては、大量の既存ソフトウェア資産の活用を
重要な課題として取り組んでいます

• まずは、ソフトウェア開発における各作業について、どの作業に対して、どのように生成AIを活用すると有用か？

• その先に、生成AI活用を前提としたとき、一連のソフトウェア開発はどのような開発に変わるのか？

ソフトウェア開発全般の様々な作業について試行と評価を大量に実施し
有用な活用方法をベストプラクティスとして整理

このベストプラクティスの一部を紹介します

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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生成AIを用いたソフトウェア開発効率化の技術

①仮説構築 ②仮説実装 ③仮説検証 ④実地評価

現状資産と課題の把握と
生成AI活用の構成検討により
実施可能を確認する

具体的なモチーフに対して
生成AI活用方法を工夫し
期待した結果が得られる

類似のモチーフに対して
同じ生成AI活用方法で
期待した結果が得られる

実際の開発プロジェクトで
生成AI活用方法を適用し
効果を計測して評価する

モチーフに対して有効な生成AI活用方法を検討し、大量のソフトウェア資産への活用展開と業務自動化を志向する

要件定義 設計 開発 テスト 運用・保守 PJ管理

ソースコード
生成・修正・補完

マニュアル生成

マイグレーション

テスト生成
(シナリオ,データ,コード)

設計レビュー支援

文章チェック
コードレビュー支援

要求仕様分類
テスト実施

優先度提案
OSS違反検出

OSS提案

異常検知

要求仕様書
理解支援

ソースコード
理解支援

議事録自動生成

QA生成ソースコード検索ドキュメント検索

設計書
生成・修正・補完

設計書
理解支援

：重点対象領域
（成果物作成、チェック、

 情報抽出、情報検索)

• 生成AIを用いたソフトウェア開発効率化の技術開発ステップ

• ソフトウェア開発工程と対応づけて整理した生成AI活用技術の例
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試行評価/活用評価の例

工程 作業 生成AI活用内容

要件定義 要件項目の整理 非機能要件のリストを分類する

設計 設計書の作成 ソースコードから仕様書を生成する

テーブル設計 正規化されていない表構造を正規化し、物理名を付ける

方式設計 機能の説明から、実現するための構成を挙げる

基本設計 仕様文から、状態遷移表を作成する

設計レビュー レビューチェックリストに則ったレビューコメントを生成する

設計書の理解 既存ドキュメント群に対する質問への回答を生成する

開発 ソースコードの実装 仕様文からプログラムコードを作成する

SQL文の作成 テーブル構造と仕様文から検索SQLを作成する

Javaプログラムのヘッダの作成 メソッドの内容を説明し、決められた形式で出力する

別フレームワークへのマイグレーション 既存ソースコードに対して、新フレームワーク適用のための変更を生成する

リファクタリング 既存ソースコードのロジックを簡潔かつ理解容易に変更する

テスト 単体テストコードの実装 プログラムコードから単体テストコードを作成する

テストパターンの洗い出し 仕様文からデシジョンテーブルを作成する

運用・保守 ライブラリのバージョンアップ コードを、指定バージョンに対応するコードに変更する

PJ管理 文章校正 文章中の表記のばらつきを指摘、修正する

議事メモ要点まとめ 打ち合わせのメモから、要点を抽出する

※ この表には、結果の良否を問わず試行に取り組んだ対象を記載。他にも多数の試行を実施中。
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01
試行例：
ドキュメントレビューの自動化

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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生成AI活用技術：設計レビューの自動化

実施内容 設計書のレビューにおいて、生成AIがレビューチェック項目に則った指摘事項を生成する

期待効果
設計書作成中に担当者自身がセルフレビューとして生成AIを使い指摘事項を修正しておくことで、
有識者レビューの前に問題点を修正することで、レビュー工数と指摘漏れを低減する

設計レビューで問題点を潰しきれない 高頻度な生成AIによるレビューで問題点を素早く修正

レビュー項目が多く
見落としが発生する

レビュー対象となる
ドキュメントが大量

要求仕様書

基本設計書

I/F設計書

画面仕様書

・・・

設計観点
チェック

セキュリティ
チェック

アクセシビリティ
チェック

・・・

レビュー会を
頻繁に開催できない

多人数の予定調整
N人×H時間のコスト

作成

生成AI

設計書修正

レビュー指摘

チェック実施

設計観点
チェック

セキュリティ
チェック

アクセシビリティ
チェック

参照

レビュー知識ドキュメントを作成しながらレビュー指摘を参照し、
逐次で修正することで指摘漏れ・修正漏れを低減
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設計レビューは可能か？

⚫ 基本的方式
⚫ 簡単な指示でレビューを実施

⚫ レビューの質を向上する方法

ソフトウェア設計書

“設計の問題点を指摘せよ”

＋

未定義や空欄や「-」などの簡単な指摘や、
HTTPステータスコードの不足といった、
一般的知識に基づく問題点は指摘される。
⇒ 複雑な条件やドメイン特化の問題点は

指摘されない。

良い結果を出すには、どんな情報が必要か？

レビュー指摘

プロンプト内の指示を工夫
• レビューに関する知識を含める
(レビューチェックリストなど)

• ドメイン固有の情報を含める
• 類似ソフトの指摘事項を含める
• …

工夫したプロンプト

＋

レビュー結果で良い点・悪い点の両方が指摘され、
悪い点については修正の参考が回答されることで
レビューチェックから修正までの役に立つ情報が
生成された。
ドメイン知識やプロジェクトが積み重ねたチェック項目
も指摘可能。＆ レビュー指摘

生成AI

生成AI

レビュー知識ソフトウェア設計書

ソフトウェア品質シンポジウム2024



8© 2024 Toshiba Corporation 

要求仕様書レビューの例

レビュー指摘

生成
AI

接触確認アプリ(COCOA)の仕様書 ※https://cio.go.jp/node/2613

PDF仕様書に含まれる全てのテキストデータを抽出し、
工夫したプロンプトと合わせて生成AIへレビューを指示

レビュー指摘の評価実験では、レビュー観点に対応する仕様を抽出でき、
仕様の不足に関しては記載がない情報を指摘できた。

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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02
試行例：
ソフトウェア資産の活用
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生成AI活用技術：ソフトウェア資産の活用

実施内容 既存の設計書の情報を生成AIに持たせ、設計書内容に関する質問への回答を生成する

期待効果
設計時や実装時に発生した設計内容に対する質問をAIに回答させることで担当者の設計理解を深め、
該当する設計情報のドキュメントを提示させることで大量の設計書から情報を探す時間を短縮する

大量にあるソフトウェア資産を活用できていない 生成AIがソフトウェア資産の活用方法を教えてくれる

対象が分散していて
理解に時間がかかる

期待する対象を
うまく検索できない

参照

ソフトウェア資産DB

質問

回答

次の案件に近い
製品を探したい

再利用する部品の
使い方を知りたい

過去の不具合修正
を参考にしたい ・・・

ドキュメント ソースコード

製品A

ドキュメント ソースコード

製品B

・・・

〇〇モジュールの使い方を教えて

APIは□□と△△があり、その使い方は…

××エラーが出たんだけど、どうしたらいい？

エラー原因は～です、チケット#7を参照して…

必要な情報をまとめて
教えてくれる

自然な対話で質問して
情報を探してくれる

生成AI
ドキュメント ソースコード

製品C

ドキュメント ソースコード

製品D
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大量のソフトウェア資産をどうやって生成AIで活用するか？

• RAG(Retrieval Augmented Generation：検索拡張生成)技術を用いて、
LLMが作成時に学習した知識に、独自のデータソースを追加して回答を生成

ソフトウェア資産DB

ドキュメント ソースコード

製品A

ドキュメント ソースコード

製品B

・
・
・

生成AI

チャットアプリケーション

1. 質問

6. 回答

生成AIがうまくデータを
活用できるように加工

• 元データを適切な単位に分割
• データ形式を調整
• 語彙や用語の調整

回答の質を高めるための工夫

• 検索方式の選定と調整
• 検索結果の優先度と採用範囲の調整

回答の質を高めるための工夫

• 質問から検索ワード作成の工夫
• 回答内容に付随する情報の適正化
• 会話履歴の活用

回答の質を高めるための工夫

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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大量のソフトウェア資産を活用したチャット例

構文解析部品で提供されるAPIについて説明してください

～～～～～ 途中省略 ～～～～～

～～～～～ 途中省略 ～～～～～

部品の利用方法が分かるコード例を提示して

～～～～～ 途中省略 ～～～～～

～～～～～ 途中省略 ～～～～～

• API名だけではなく、入出力など利用時に必要な情報を回答
• API利用方法を理解するための処理フローを付随
• 情報源のドキュメントを提示

• 部品を利用するコードから推測したコード例を生成

※ 例では自然言語処理機能を備えたアプリのドキュメントやソースコードをナレッジ化

RAGの回答内容は必要な情報を含んでおり、
利用者の定性的評価では有用という判断だった。
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03
試行例：
単体テストコードの生成
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生成AI活用技術：テストコードの生成

テストは重要だけど、大量のテストをやりきれない 生成AIのテストコード生成により網羅的なテストを実施

実施内容 ソースコードや仕様書を入力として、生成AIがテストコードを生成する

期待効果
テストケースおよびテストコード作成にかかる工数を低減することで自動テストの実施率を高めて、
リリース後の不具合発生を減少する。

単体テスト

総合テスト要求定義

設計

実装

突き合わせて
確認

テストしているけど
テストケースの不足が心配

テスト項目が大量で
手作業ではやりきれない

テスト自動化したいけど
テストコードを作る時間が無い

しっかりとテストしたいのに出来ていない。
もっと楽にテストできるようにならないか。

生成AI

ドキュメント ソースコード

テストケース

テストコード

生成したテストコードを使った
自動テストで作業工数を低減

仕様書やソースコードから
テストすべき対象を生成

ソースコードとテストケースから
テストコードを生成

生成AIのサポートでテストコード作成が楽になった！
自動テストでしっかりとテストを実施して不具合低減
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テストコード生成は可能か？

⚫ 基本的方式
⚫ 簡単な指示でテストコード生成を実施

⚫ テストケースの質を向上する方法

“テストコードを生成せよ”

＋

テストコードは生成されるが、
実行できない・期待値が無い・類似テストが複数
など自動テストに使うまでに手間が多い。

良い結果を出すには、どんな情報が必要か？テストコード

様々な動作パターンを網羅するテストケースが
生成され、少しの追記修正で実行可能。

生成AI

生成AI

テストケース

ドキュメント ソースコード

生成AI

ソースコード

テストコード

ドキュメント

ソースコード

複数の情報源を使って
テストケースを生成

テストケース
生成の工夫

テストすべき対象を整理してから
テストコードを生成
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テストコード生成の例

事前条件は、正常系の場合のif文の条件
を満たすものが全て出力された。

期待値も、正常系の場合の最終的な結
果が具体的な値とともに出力された。

異常系として、事前条件を満たさない
場合のテストケースが一通り出力された。

テストケース
テストコード

生成されたテストコードは、テスト対象を呼び出す部分
の修正のみで実行できた。
テストはソースコードとしては全て成功するはずのもので、
テスト結果はPassed3件、Failed6件。
テストコードの修正でPassed8件、Failed1件となった。
(Failedの1件はテストデータの準備が困難なもの)

テストコードの生成実験では、生成されたテストコードの分岐網羅率は平均91%、
人手でのテストコード作成時間と比べて66.7%の作業時間削減となった。
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本日のまとめ

• ソフトウェア開発効率化のための生成AI活用について、東芝グループでは

大量の既存ソフトウェア資産の活用を重要な課題として試行評価を実施しています

• 試行において有用な効果が見込まれたベストプラクティスをご紹介しました

1. 設計レビューの自動化

2. ソフトウェア資産の活用

3. 単体テストコードの生成

• 有用な生成AI活用に向けた議論トピック

生成AI活用における課題

• コードマイグレーションやリファクタリング
• ソフトウェアの評価と改善提案

生成AI活用の期待が大きい作業

生成結果に確率的に混入する誤り
に対してどのように対処するか？

技術
プロセス
ノウハウ

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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